


























































































































































































































































































































































































































































































































































の思想と文学 （1 ）一一武者小路実篤の植民地認識を中心に一一」 『文芸と批評j平成十二年五月）
周知のように、台湾が日本の植民地になったのは明治二十七年の日清戦争の時であり、 i青国の敗戦
がその原因である。その後、すでに二十年近くも植民地統治が続いていたため、日本人の中には台
湾は日本の一部であるといった認識が普遍的となっていた可能性が高い。武者小路の場合、日清戦
争の時はまだ九歳であったため、歴史を認識する能力がまだ形成されていなかった頃である。「ー
たい彼等は日本人ではないのか」、「彼等は帰順することを誓はないのか」といった発言は確かに一
見すると、日本の台湾に対する植民地支配を肯定しているかのように読み取ることが可能かもしれ
ない。しかし、 上述した歴史的背景というものを配慮に入れて考えれば、武者小路が日本の植民地
支配を批判しないからといって、直ちに彼が植民地支配を肯定しているのだと決め付けてしまうこ
とは、あまりにも短絡的であるように思われる。
⑥宗像和重「『ある青年の夢J-r大正的jなるものJ（『国文学解釈と鑑賞j平成十一年二月）
⑦楊英華氏は fある青年の夢jの主題について、次のように述べている。「『ある青年の夢jは、人間
性を追求する反戦作品であると同時に、戦争を無くすには、人類、人聞がまず自我を改造しなけれ
ばならないという 〈人間性改造書〉 なのである。言い換えれば、理想的な人間像に向かつて一歩で
も近づくように願ってやまない姿勢がこの作品を大きく実らせたのである。」（楊英華「武者小路実
篤と魯迅一戯曲 fある青年の夢jをめぐって－J『文学・語学j平成十五年十月）
⑧武者小路実篤「又戦争かJ（『エゴj大正三年九月）。引用は 『武者小路実篤全集第三巻J（小学館、
昭和六十三年四月）による。
⑨注①に同じ
⑩米山禎一「人種差別への怒りと超越主義の崩壊J(f武者小路実篤一日本の超越主義者－J台湾・大
新書局、 昭和六十一年三月）
⑪小田切秀雄「文学における戦争責任の追求J（「新日本文学」昭和二十一年六月）。引用は大久保典
夫他編 『戦後文学論争上巻J（番町書房、昭和四十七年十月）による。
⑫注⑩に同じ
⑬米山偵－ r武者小路実篤一日本の超趨主義者－J（同前掲書）
⑭ジョン・ダワー f人種偏見一一太平洋戦争に見る日米摩擦の底流J（斎藤元一訳）（株式会社テイピ
ーエス・ブリタニカ、昭和六十二年九月）
＊討陣要旨
坪井秀人氏は、戦争認識の中で、何故武者小路を取り上げたかと尋ねた。発表者は、武者小路の万
民平等の理念が作品の中でどう生かされているかと思い研究したと答えた。
? ?? ???
スティープン・ドッド氏は、白樺派で他に反戦的な人はいるかと尋ねた。発表者は、志賀直哉や高
村光太郎（白樺派の人ではないが、白樺と交流がある）は戦争に協力的な文章を書いていたと述べた。
関札子氏は反戦と非戦の定義を尋ねた。発表者は反戦の方が強いと答えた。
ノリコ・トゥンマン氏は武者小路が戦後書いた物はどう変わったかを尋ねた。発表者は人類愛、人
道主義の物を書き続けたと述べた。
エドゥアルド・クロッベンシュタイン氏は、武者小路は読む価値があるかと尋ねた。発表者は、お
もしろく、読む価値はあると答え、また、立派な思想家として有名だったのでそれを疑問に思い研究
を始めたと述べた。
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